　　横浜いずみ学園　生活ルール（職員が配慮する事項）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年5月
子ども達に指導をしていくにあたって、職員が共通に理解しておきたい事項をまとめたものです。
　――　以下　ルール、配慮すべきこと（昨年度追加変更事項は下線）――
Ⅰ　各部屋について　
≪2階≫

①　居室　　
・子ども同士各居室への出入りはなし。

・居室前、廊下、非常口前で長時間過ごすことはしない。
居室は一人ひとりが安静して過ごす場所であり、それぞれの安心、安全は守られる。

それに基づき、居室前に子どもが長時間いることは好ましくない。特に夜は静かに過ごしたい子や寝ている子もいるため配慮するように呼びかける。

　

②　保母室・保母室前カウンター　
　・保母室への立ち入りは用事のある子ども以外は禁止。
・怪我の処置は保母室内。つめきり、耳掻き、男子のドライヤーなどは保母室内で行う事ができる。職員との相談等で使用することもある。
・洗濯たたみの手伝いで子どもが入ることはあるが、目的はあくまでも手伝い。
・２２：００から２３：００までは、高校生のテレビの時間に使用可。
・保母室前カウンターでのおしゃべりなどは必要な範囲で行われることもあるが、基本的にはなし。
　保母室には薬、刃物等鍵をかけて管理しているものが多くあるため、子ども達が不必要に出入りすることのないよう留意する。

　爪切りはカウンター職員に手渡しで返却するよう指導する。

カウンターの職員は男女廊下が見渡せる把握の要であり、かつキャビネットの貸し出し等で動くことも多くあるため、子どもとの関わりに重きを置くことは難しい。また他の職員から見えにくいため、関わる上で良い面と悪い面の双方があることも理解しておきたい。男女の距離についても留意し、特に夜間に女子がカウンターに長時間いることは避けたい。また一休さんの利用をしている子どもがいるときにはさらに注意をし、子どもたちがカウンター前に集うことがないように配慮する。
【裁縫について】

　裁縫時間　：平日の午前中はなし　　　　　午後は5:30まで

　　　　　　　土日の午前中は11:30まで　　午後は5:30まで

　　　　　　　夜は基本的になし（必要な場合は可）

　裁縫箱の使用前後には必ず職員が針のチェックを行う。

　各自の裁縫箱には針やハサミの数を分かりやすく明記した専用用紙を入れておき、それに基づいてチェックが行えるようにする。

③　配膳室　

・当番の子ども以外の立ち入りは禁止。
・当番の子どもは手洗いをしっかり行い、エプロン・三角巾を使用する。

　・高校生の弁当箱洗いは基本的に小食堂流しを使用する。
　・常に施錠する。

子どもだけで配膳室にいることがないよう留意する。
高校生など必要があって入る場合は中での様子を気にかける。

＊配膳に関する決まり等は栄養課より配布されている事項を参照する。

④　ガンバと仲間たち・アリスの部屋　

　・子ども自身が利用を希望し、担当職員が許可した場合使用できる。

・使用時間は朝食後から、就寝前まで。
・使用後の片付けはしっかり行う。

　・工作での利用も可能。（子どもによる）

　・使用許可のない子どもがドアを半開きにして廊下側から参加することはできない。

・利用していて破損や不具合箇所を見つけた場合は、すぐに職員に報告する。
利用の仕方については申し送り、男女当直室にある一覧表にも記入する。
使用中は中の様子を気にかける。
　
⑤　一休さん　

　・静養室のため、医師が利用判断を行う。利用終了判断も医師による。

・インフルエンザ等感染力の高い病気にかかった場合、集団場面の生活が不穏で一定期間の静養が必要な場合に利用する。
利用中は「一休さん使用記録」を活用する。
一休さんの利用をしている子どもがいる時には、子どもたちがカウンター前に集うことがないように配慮する。
⑥　ピノキオ　

・担当職員が利用判断をした子どもが使用する。
・パニック時に一時的に集団から離すために利用することもある。

・子どもだけ複数人数での利用は行っていない。
利用の仕方については申し送ること。現在までに利用した活動は以下の通り。
①夕食個別対応　　②個別指導（職員との話し合い）③受験生の学習　④作業　
⑤反省課題

≪1階≫

★１階での活動は１７：００までを目安とする。１７：３０までには２階に上がれるように配慮する。子どもだけでの使用は１７：００までを厳守。

★休日は職員の数が少ないため、子どもだけでの1階の部屋使用はできない。

○それぞれの部屋の使用は、事前に事務室の面室等部屋使用表に職員が記入する。（音楽室

は２階保母室の利用予定表を使用。）

○面接中の部屋はあけない。

○使用後は窓の施錠を確かめ、ドアの鍵をかける。

○各部屋の管理・整理整頓は、部屋担当者が行う。備品の補充や破損等は安全整備班に必ず伝える。

①　音楽室　
・子ども一人での使用可。

   　　 ・各児の担当職員が使用可能と判断した場合、申し送りで使用許可を他職員に知らせてから、使用開始とする。
・使用時間は1：15～5：00
・１回の使用時間は30分～1時間。それ以上は担当判断の特例とする。

・２階保母室に設置されている利用予定表に日時、利用内容を記入し予約する。

　予約は２週間前から可能。
・休日は基本的になし。ただし高校生など特例として担当判断があれば利用可。

・2階のＤＶＤは基本的に貸し出ししていない。特例として借りる場合には事前に担当の許可を取り、当日は2階の職員に声を掛けてから持っていく。

　・1階に保存しているＤＶＤを借りる場合は、事前に担当が貸し出し手続き（チェック表の記入。ＤＶＤ準備）を行う。
休日利用を許可する場合は、1階に子どものみになる場合があることも想定した上で指導し、職員全体で確認してから行う。
②　学習室　
・子ども一人での使用可。

・各児の担当職員が使用可能と判断した場合、申し送りで使用許可を他職員に知らせてから使用開始とする。
　

　留意事項は音楽室と同様。
　　　③　グリとグラ、森のかじや　
・森のかじやは1人で使用することも可能。

ただし、一人でも危険なく作業が出来ると職員全体の了解が取れた場合に限る。

用途はイラストを描く、プラモデルを作る等。

危険な用具については、鍵のかかる棚にて保管する。

使用後は片づけをし、棚の鍵を確実にかける。
グリとグラは使用後の器具、食器等を棚に戻し、ゴミ等も片付ける。

④　オズの国　
・個人心理面接以外での使用は不可。

⑤　ムーの部屋　
・箱庭があるため、使用には気をつける。
・個人心理面接以外の使用は避ける。

⑥　銀河鉄道　
・通所の部屋として利用しているが、空いているときには入所児も使用可。
・通所児用の用具や冷蔵庫、お茶類等が設置されているので、入所児が一人で使用する

場合にはよく考慮する。

7 事務室　　
・子どもの立ち入りは禁止。
・ノックをして、ドアの前で用事を伝える。
　・高校生については、ボックス使用のため、ボックス前まで入ることは許可。

　職員不在時は玄関、事務室とも施錠を行う。
Ⅱ：食事について
子ども達が社会性を身につける場として食事場面を大切に考え、マナーを教えていく。
職員は良いモデルとして食事場面に向かう意識を持ちたい。

①　食事時間は30分間。開始後25分で「ごちそうさま」の声掛けをして片付けを行なう。

②　おかわりの時間の目安は、ご飯･汁物は開始10分後～、おかずは15分後～。

　　おかわりをした子は、時間内に残さずに食べることを心がける。
③　食事を残す時には職員に相談する。

④　おやつについては、学校の授業や面接や外出といった用事がある場合にのみ、後から食べることを許可する。きちんと理由を言って、おやつを出してもらう。

・ご飯を残すことについて　
　　バランスよく食べることを促し、全く手をつけずに捨ててしまうことは避けたい。
　　まず半分は食べるよう促していく。
・部屋での食事について　
　　入所後しばらくは、居室にてゆっくり食事をとる。学園の生活に慣れてきた頃、または担当職員が適当と判断した時期に、食事席の検討をして食堂での食事を始める。
集団場面の緊張が高かったり、うまく振舞えない場合は、居室で食事をとることを継続していく。
・朝食について

　　起床時間について緩やかな対応を必要とする児童の朝食は居室用に準備する。朝食に間に合うよう起床できた場合は食堂に移動してかまわない。

・おかわりについて
　　配膳後、丼物等配るのに時間を要するものは事前にミニサイズで小分けにしておく。
　　おかわり分が多くある時には、小盛りの子が食べ過ぎにならないよう配慮する。

・準備について
　　麦茶は食事開始前に配膳台に出しておく。
　　居室食事用のドレッシング類はトースター台にセットする。

おやつについて

　・掃除後におやつを出す時間は、掃除開始から15分後。

・おやつを食べる時間は、夕食への影響を考え、遅くても17：00までとする。

　（手作りおやつの場合は16：00以降ノートに記載）
・高校生が下校後に食べる場合、17:00までは食堂でとる。実習、部活等きちんとした理由があって17:00を過ぎた場合は居室でとる（夕食への影響を考慮して判断する）
おやつの時間に食べられないような予定（外出、、面会等）がある場合は、子どもに指示を出した上で職員にも伝達する。学園に居たのに食べなかった場合（寝ていた等）は状況に応じて判断する。
週末に部活やバイト等でおやつが遅くなる（16:00過ぎ）場合は事前に代替おやつを頼む。
　喫食時間については栄養課より配布されている事項を参照する。
Ⅲ　テレビのルール　

【子ども会で決めたルール】

　１：見たい番組が重なった場合はじゃんけんで番組を決める。

　　　じゃんけんは番組ごとにできる。

　２：テレビの前の線から前には出ないで、テレビを見る。

＊テレビの見方でトラブルが続いたり、小学生の子どもたちの意見が通らないような現状

があれば、再度子ども会にて検討してもらう。

【テレビルール】

テレビ・ビデオの時間

　平日　　・朝：明けの職員がつける。ニュース番組のみ可。

　　　　　・17：00～18：00（アニメの時間）　・18：30～21：00　・21：15～22：00　

　　　　　＊アニメ番組は職員ビデオ係が事前に録画する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　土曜日　・朝：明けの職員がつける。ニュース番組以外でも可。

　　　　　　・朝食後～10：00　・昼食後～18：00（途中ビデオの時間が入ることがある。）

　　　　　　・夕食後～22：00

　　　　　　　　　

　休日　　・朝：明けの職員がつける。ニュース番組以外でも可。

　　　　　・朝食後～12：00　・昼食後～18：00（途中ビデオの時間が入ることもある。）

　　　　　・夕食後～22：00

	朝食後すぐの場合は、布団たたみ、ゴミ捨て、歯磨き、洗濯物出しを確実にしているか

を確認する。また、テレビ終了後に次の日課が入っている場合（就寝・食事など）、区切りのいいところでテレビを終わらせ、日課時間を守るように職員が意識する。
テレビ前での男女の距離、姿勢などマナーについては声かけをしていく。

テレビ前で多くの子どもが落ち着かない場合は、職員がそばに付いて一緒に見る等の工夫

をする。




【ビデオ録画・放映について】

1． 映画、スペシャル番組の録画は可。ドラマのシリーズものは録画しない。ただし、番組の延長で就寝時間になってしまい、見られない場合は録画できる。

2． 録画した場合は録画記録へ記録。（保管は１ケ月間）
　＊但し：録画対象のスペシャル番組はドラマかアニメに限る。
3．怖い番組や食堂での鑑賞に適さないものは２階では流さず必要に応じてダビングし 

音楽室で視聴する等の個別対応とする。
　　＊ダビングには貸し出し用ＤＶＤを使用（ドリームランド保管）
3． ＨＤＤに保存されているものは土曜日に優先的に流すようにする。判断はその日の eq \o\ac(○,Ｂ)が行う。

時間：13：00～15：00もしくは15：15～17：00

　　　　※日曜のビデオの時間は子どもたちの希望で決める。
Ⅳ　園庭　
【園庭Ⅰ部】　

時間：13：15～14：30

　　　　ただしシーツ交換のある日（基本は火曜日）は13：45～14：30

　　参加条件・職員の言う事が聞ける。

　　　　　　・ルールを守り、仲良く遊べる。

　　　　　　・片付けがきちんとできる。

　　　　　　→担当者の許可が必要。場合によっては、会議にて検討。

【園庭Ⅱ部】

　　時間：平日・土曜日　15：15～17：00

　　　　　　　ただし、日の暮れる時間によっては16：30まで（11月から2月）
　　　　　休日・なし

　　参加条件・職員がいなくても安全に遊べる。

　　　　　　・園庭Ⅰ部の条件が守れる。

【園庭のルール】

　　　　　・遊具は正しく使う。遊具が壊れたときには、すぐに職員に伝える。

　　　　　・職員の目の届かないところには行かない。（建物の裏や子どもの虹の方）　

　　　　　・人に迷惑をかけることはしない。（石や砂を投げる、水をかけるなど）

　　　　　・壁によじ登らない。・木に登らない。・花壇に入らない。

　　　　　・子ども玄関の中や、ホールでは遊ばない。

　　　　　・２階に戻る場合や、トイレ、水飲みは職員に声をかけてから行く。

　　　　　・必ず掃除をしてから２階に戻る。

　　　　　・ボールは指定された物を使用。
　　　　　・ボールは壁面に当てない。特に虹の壁は不可。

学園受水槽の壁面は多少ならばセーフとする。
・服装について、基本的にはズボンを着用するように指導し、スカートの場合は一輪車や追いかけっこは不可とする。

・特別なものや個人の物を持ち込んで遊ぶ場合、危険であればすぐに止め、2階に置いてくるよう指示する。危険がない場合でも判断に迷うものがあれば申し送り等で検討する。
・夏場は園庭後にシャワーを浴びさせる。

【雨天：ネバーランド】
　男女別に行う。
前半－13:15～13:50　／　後半－13:55～14:30　

シーツ交換時は、前半－13:45～14:05　／後半－14:10～14:30　
　卓球、ダーツ、ベイスタジアムに利用可能。

　丸椅子は遊びに使わない。
Ⅴ　外出・帰省について　
１人での外出　
　　対象児童：小５以上（子どもによる）

　　　　時間：平日、土日関係なく　１３：１５～１７：００　　

　　　　　　　基本的には午前中の外出は土日含め無し。

【子どものルール】
　　　外出前　　・外出ノート（時間、場所、お金）を記載し、職員に確認してもらう。

　　　　　　　　・出発時に必ず帰園時間を伝える。

　　　　　　　　・女子は防犯ブザーを持つこと。

　　　外出中　　・他児と待ち合わせない、遊ばない。

　　　　　　　　・買い食いはしない。

　　　　　　　　・着いた先からの連絡は必須ではない。

　　　　　　　　・帰園が遅れそうな際は、電話連絡をする。
　　　外出後　　・外出ノートに記載をし、職員に確認してもらう。

　　　　　　　　・金銭、携帯電話等、２階生活フロアに持ち込めないものは預けること。

　　　　　　　　
・外出予定表に子どもの名前、時間を必ず記入する。

・担当者が勤務している場合は、 eq \o\ac(○,Ｂ)に外出する旨を伝え、担当者が準備・送り出しをする。
・担当者が勤務していない場合は、前日までに予定表に記入、必要事項は当日の eq \o\ac(○,Ｂ)へ伝えておくこと。担当不在時で eq \o\ac(○,Ｂ)が把握していない場合の外出は認めない。

・同日に複数の児童の外出が重なった場合は、 eq \o\ac(○,Ｂ)が時間を調整し同時刻に複数で外出に出すことはしないように配慮する。

・長時間の外出については、個々の必要性をきちんと検討し、意味なく行うことは避ける。
・高校生は土曜午前中の生活用品購入の外出も可能。(シーツ交換等やるべきこと終了後)

　昼食までに帰園する。

帰省について

· １人帰省の場合、家に着いたら学園に電話をする。

· 帰園は17:30までとする。
· 帰省中に学園の子と連絡をとることはしない。
連絡ノート、受診券、薬は基本的に担当が準備する。受診券を持ち出す際には忘れずにノートに記入しチェックをすること。
　家から持参した帰省用交通費は「帰省用預り金受払台帳」に記入する。
Ⅵ　子どもの持ち物について　
　１：２階生活フロアに持ち込み禁止のもの

　　ゲーム機器、食べ物、現金、現金に等しいもの（スイカやパスモ、定期、切手等）、貴重品、安全ピン等自傷他害の恐れのあるもの。

２：はさみ、カッター、裁縫道具などは保母室キャビネットに預けること。

　３：音が出るおもちゃなどは生活フロアに上げる前に担当職員が使い方をよく考慮し、本人に伝えること。（部屋のみで使う、時間を決めるなどの約束）

４：携帯音楽プレーヤーは、食堂に持ち出して音楽を聴くようなことはせず他児に配慮しながら持つという約束が守れるならば、持込可能。但し、ゲーム機能などが付属しているもの（ipodなど、主に液晶画面のあるもの）は不可。（要注意）
　５：剃刀、髭剃りなどは、個人のものを使用する。必ず当直室に預ける。職員は返却が速やかに行われているかチェックする。
　６：毛抜きについては、危険物ではないため禁止はしないが推奨はしない。扱い方は十分に指導し、他児に貸したり必要以上に使用することがないようにする。
　７：持ち物には記名する。

衣類の場合はタグに記入する。

食堂で使用するコップには底面にテープで記名。（ビニールテープ、テプラが有効）

　
　・本人が整理できるくらいの私物を居室に置くように指導する。

　　定期的に家に帰ることができない子どもについては、私物庫を利用する。

　・高価なもので家の事情によっては購入できない子どももいるような物品に関しては事前に職員会議で持ち込みについて検討する。

　・洗面所のケースには不要な物は入れないように指導する。
携帯電話について

　・高校生は、学園や学校との連絡手段として等高校生活に必要となる場合は可とする。

・使用は登下校時、外出時に限る。2階での使用はできない。帰園後は1階に預ける。
・小中学生は基本的に不可。ただし1人帰省等で必要な場合は保護者の判断で持たせる事もある。
　 ・やむを得ず園内で携帯を使用する場合は、１階で短時間に済ませるように意識付けを　　

　　　行う。
・携帯電話（スマートフォン含む）を購入する際は、通話制限、サイトへの接続制限をすることを推奨する。職員も機能や料金の問題、巻き込まれるトラブルや危険性についてなど十分理解し、保護者任せにせず事前に担当と保護者・子どもと話し合いをした上で判断していくことが望ましい。

ゲームについて　
　基本的に禁止。
高校生であっても基本的には同様。学校で持ち込み許可されている場合は登下校時のみ使用可。ただし小中学生への配慮を忘れない。
　
服装について

· 男女ともタンクトップ等露出の多い性的に刺激のある服装は控える。

· 洗濯に手のかかる衣類は控える。
　整髪料、化粧品について　
　　・基本的には必要ないと指導する。
・化粧水を使用することは可。
・匂いのする整髪料や化粧品等は持ち込まない。

高校によっては化粧をすることを禁止していないところがあったり、また、一般の高校生の状況が化粧は当たり前になってきていることもあり、居室や他児の見えるところで化粧することは避け、一階事務室預かりで外出時に使用する等の考慮をすることもある。

保母室キャビネットについて
　　・上記２のものはキャビネット預かりを徹底する。

　　・編み物、絵の具セット、習字セットなどは自分で管理できるならば居室に置く。

　　・セロテープ、ガムテープ、のり等工作に大量使用する場合は個人持ちを使用する。

返却チェックは17:00と20:00。
20:00には全て返却し、危険物については数の確認を行う。
（はさみ、カッター刃、裁縫セット）

Ⅶ　その他　
　シーツ交換　
小中学生　毎週火曜日　13:15～13:45

高校生　　毎週土曜日　8:30～10:00

　　　　　＊外泊児童は出発前に行う

＜土曜日の対応＞
　AM8:30頃　ホワイトボード前にシーツ類、カゴ、ネームマグネットを準備する。
　交換終了後マグネットを裏返す。（赤→白）
　交換したシーツはカゴに入れ、火曜日に合わせて数える。
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